
〈小学校 国語〉

話す能力・聞く能力を育てる指導の工夫
～スピーチの系統的指導プランの作成と活用を通して～

大 田 恵南城市立船越小学校教諭

Ⅰ テーマ設定の理由

平成 年３月に，沖縄県教育委員会から出された全国学力・学習状況調査の結果におけ沖縄県の 20

る課題は 「聞き手に反応を確かめながら話す。要点をメモに取りながら聞く 」という技能課題 ， 。

面に見られる。この解決策の一つとして，学校教育では国語科における言語活動を中核にし

て，教育活動の中できるだけ多くの知識と自己の表現方法を学ばせ，言語活動の充実を図る

ことが重要となる。

これまでの実践から

児童の実態アンケートから見ると，どの学年

も話すことより聞くことが好きな児童が多いこ

とが分かる 話すことが好きと答えてい(図１)｡

る割合は中学年頃から半分に減り その理由と,

して｢緊張する｣｢上手くまとめられない｣等が挙

げられ，自信のなさがうかがえる。話す機会は

多く設定され指導されているが，日常的な力と

しての定着は低いと言える。

現３年生 で，２年生レベルのテストを(46名)

用いてレディネステストを行った結果，話す聞

図１ 話すことや聞くことのアンケート(142人)くの力が定着している児童は約半数であった。

30% 70%残りの半数のうちほぼ定着という児童は あまり定着していないと見られる児童は，

という結果が出た。その時期で身に付けるべき力がつかないまま，次の学年の内容を学ばせ

るという現状が｢話せない・聞けない｣児童を育ててしまった原因となっている。誰もがある

程度，話したり聞いたりできるということから，下位層の児童に対する適切な手だてが不十

分なまま，次の段階へ進んでいたことが課題となっている。

また，教師を対象にしたアンケート結果からは，話すことの苦手な児童に対する適切な対

応や意欲的に話し合わせるための授業作り等が挙げれ，指導の工夫が必要となっている。

私自身の実践を振り返ると，各学年の指導事項の理解が不十分であったため，指導事項を

明確にし系統性をおさえた指導ができなかった。そのため，児童が日常化できる確かな力を

育てる工夫が足りなかったと考える｡それで，児童に「話す能力・聞く能力」を定着させる

， 。ことができない 学習したことを日常的に活かす力をつけられなかったことの要因と考える

本研究において

本研究では，児童が「話す能力・聞く能力」を確実に身につけ日常的に活用できることを日常的活用

めざし，発達段階に応じたスピーチの系統的指導プランの作成と他教科等での活用を図る。

スピーチの系統的指導プランの作成においては｢話すこと・聞くこと｣の指導事項を明確に

押さえ，系統的たすきを確実に引き継ぐことで指導の効果を高めたい。また，身に付けた能系統的たす

， ，き 力を一教科で終わらせるのではなく 他の教科においても活用する場を設定することにより

確実な定着が図れると考える。さらに，教材の工夫を行うことで，児童が目的や目標を意識

して取り組めるような学習を展開することが期待できる。

そこで，意図的・計画的に指導を行えば，話す能力・聞く能力を確実に育てることができ

ると考え，本テーマを設定した。
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Ⅱ 研究仮説と検証授業

１ 研究仮説

国語科の｢話すこと・聞くこと｣において，次のような見通しを持って指導を工夫すれば，確実に学

年に応じた話す能力・聞く能力が身に付き，日常的に活用させることができるであろう。

( ) 学年ごとの指導事項を明確にしてスピーチの系統的指導プランを作成する。1

( ) 習得した力を確かなものにするために，他教科で活用する。2

２ 検証計画

｢話すこと・聞くこと｣の領域に関するアンケートを検証授業前後の４月と７月にとり，児童の変容

をみる。

検証授業を３年生で国語科５時間，理科１時間行い，２年生で国語科５時間，生活科１時間行う。

｢話すこと・聞くこと｣の学習において，スピーチの系統的指導プランの実践を通して，児童が話す能

力・聞く能力を身に付け，他教科で活用することに有効かどうかを児童の活動・自己評価などをもと

に検証する。

検証の場面 検 証 の 観 点 検証の方法

①検証授業 ・国語科での実践 ・観察(1) スピーチの系統的指導プランをもとに単元の

３年生 ・ワークシート学習を進めることで，指導事項をおさえること

・国語科 ・発言ができ児童は話す能力・聞く能力を身に付ける

５時間 ・学習活動ことができたか。

・理科 ・他教科での活用 ・自己評価(2) 習得した力を確かなものにするために他教科

等において活用することができたか。１時間

２年生 ・国語科での実践 ・観察(1) スピーチの系統的指導プランをもとに単元の

・国語科 ・ワークシート学習を進めることで，指導事項をおさえること

４時間 ・発言ができ児童は話す能力・聞く能力を身に付ける

・生活科 ・学習活動ことができたか。

１時間 ・他教科での活用 ・発表会(2) 習得した力を確かなものにするために他教科

・自己評価等において活用することができたか。

②授業実施前後のアンケート 事前(４月) 事後(７月) ・アンケート

③検証の視点 ◎児童が確実に学年に応じた話す能力・聞く能力を身に付けため ①，②の結果

に，スピーチの系統的指導プランの作成は有効であったか。 より

◎習得した力を活かして他教科等での活用が見られたか。

Ⅲ 研究内容

１ ｢話す能力・聞く能力｣について

(1) 国語科の目標との関連

学習指導要領の改訂に伴い，基礎的・基本的な知識，技能，思考力，判断力，表現力を

児童に育むために言語活動の充実が重要となった。

国語科では，言語活動を主体として三つの領域が

設定され，｢国語を適切に表現し正確に理解する能力

の育成｣を目標としている。さらに，各領域の学習を

通して，言語の知識を身に付けることと言語を活用

して伝え合うことを目指している。

とくに｢話すこと・聞くこと｣の領域を中心にした

学習指導の充実は，国語科の目標と大きく関わり，

図２ 国語科で培う力他の学習活動へも役立つと言える 。(図２)
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(2) ｢話す能力・聞く能力｣とは

① 話す能力

｢話す｣という技能で，どの学年にも共通する基本的な視点で捉えると，次の ア ～ オ○ ○
で挙げられる。各学年に応じ，相手意識や場の意識を深めていくことが重要である。

基 本 的 技 能 発 達 段 階 に 応 じ た 話 す 能 力

ア 聞きやすい音量で話す○
イ 聞きやすい速さで話す○
ウ 短く話す○
エ 目を見て話す○
オ 話題を決めて話す○
話すことの能力とは，これらの技能を土台として相手や場に応じ発達段階に応じた能

力を駆使することだと考えられる。

② 聞く能力

｢聞く｣という技能で，どの学年にも共通する基本的な視点で捉えると，次の ア ～ オ○ ○
で挙げられる。

基 本 的 技 能 発 達 段 階 に 応 じ た 聞 く 能 力

ア 目を見て聞く○
イ 反応しながら聞く○
ウ 好意的・受容的に聞く○
エ 共感や疑問を持ちながら聞く○
オ 中心に気をつけて聞く(メモ)○
聞くことの能力とは，相手の話の内容を自分のものとして受け入れるか否かを判断し

ながら聞く積極的な行為である。低学年の事物を聞き取る能力から始まり，中学年では

中心を意識しながら聞き，高学年になると考えを比較しながら聞くという段階に至る。

(3)｢話し手｣を育てる ｢聞き手｣

日常生活において｢聞く｣という能力は，すべての

基礎となる。人間的な成長にとっても，話し合いの

土台を作るうえでも，人間関係づくりにおいても重

要な意味を持つ。｢話すこと｣と｢聞くこと｣との関連

からすれば，｢聞くこと｣の習得と向上に努めること

は｢話すこと｣を向上させ豊かにしていくことにつな

がる。相手の話すことを大事にし，自ら聞こうとす

る心がけと実践とが求められる。｢聞くこと｣の深ま

図３ 話すことと聞くことの関連りは｢話すこと｣を向上させるものであり｢話すこと｣

の原点とも言える 。(図３)

２ ｢話すこと・聞くこと｣について

(1) ｢場｣の成立

話し手や聞き手の間には，両者を取り囲む｢場｣が

でき｢相手｣に対する意識が必要となってくる。話す相手意識

能力・聞く能力を駆使し，相手を意識した交流によ

ってコミュニケーションは成立すると言える。

話し手が言葉によって，ある事柄を聞き手に伝え

る過程は一連の流れで示される。伝える内容や方法

は発達段階で異なり，段階を経て身に付けていくこ

図４ コミュニケーションの成立とで力が定着される 。さらに，話し手の伝達(図４)

低学年
【 】相手に応じ身近なことについて事柄の順序を考える
中学年

【 】相手や目的に応じ調べてことについて筋道を立てる
高学年

【 】目的や意図に応じ伝えたいことについて的確にまとめる

話題設定

内容構成

聞き取り

音声言語

習 得 と 向 上

間を 工 夫 し，活 か す

向上
☆話す内容
☆豊かさ

向上
☆内容の吟味

☆豊かさ

良い聞き手は

良い話し手を育てる聞き手 話し手

低学年
【 】身近なことについて大事なことを落とさない
中学年
【調べてことについて話の中心に気をつける】

高学年
【伝えたいことについて相手の意図をつかみながら】



を受ける聞き手の｢よい聞き取り｣という点も重要であり，相手を意識した｢場｣の成立にお

いて，聞き手を育てるための指導も欠くことはできない。納得するまで問い続ける聞き手

の存在が，話すこと・聞くことの深まりを可能にする言える。

(2) ｢話すこと・聞くこと｣の指導の系統

国語科の各領域では，低，中，高の発達段階に応じて国語を適切に表現し正確に理解す

る能力の育成をめざして，目標や指導内容，言語活動，指導事項が設定されている。

｢話すこと・聞くこと｣の能力を確実に身に付けさせるためには，指導の系統を教師が把

握しておくことが重要となる。教師が，学年ごとのつながりや深まりを理解して指導に当系統の把握

たることで意図的・計画的に指導が展開される。さらに，指導の系統と照らし合わせて，

各学年の単元の配列を見ると，時期的に同じ内容の言語活動が繰り返し指導されているこ

とが分かる。これは，育成すべき能力を段階に応じて指導することや反復的・螺旋的に指

導することの重要性を意味する。

また，国語科の単元は｢話すこと・聞くこと｣のみに限らず他の領域においても能力を活

用する場が取り入れられる。このように，計画的に学習を進めていく中で，児童は確実に

話す能力・聞く能力を身に付けていくのである。

授業実践においては，学級の児童すべてが参加できるような場や状況の設定を教師が計

画し，教材を工夫することも効果を高める。学習において身に付ける能力を，児童自身も教材の工夫

意識して参加することで理解をうながし，主体性と向上心が育まれる。指導事項を明確に

するための教材として，｢話す聞く名人カード｣を作成し一人一人に持たせることで，児童

は目標を意識することが可能になる。ただ話したり聞いたりするだけではなく，身に付け

(資料１)る能力ごとに達成する意欲と喜びを引き出すことができる。

３ スピーチの系統的指導プランについて

(1) スピーチとは

スピーチとは，場の目的や趣旨に即し，一人の話し手が多数の聞き手に対して行う独話独話の

の一形態のことである。コミュニケーションを築く活動としての第一歩は｢挨拶｣であり，一形態

次に｢自己紹介や説明・報告｣が位置付く。スピーチを通した自己紹介は児童の｢話す力｣を

育てていく上で重要な指導である。

そこで，学習活動における説明・報告の指導では，自己紹介を初歩的段階として指導し

たい。スピーチの指導では，身近な題材を活用してできること・準備期間が短いこと，と

いう２点で指導やすい活動だと言える。スピーチという形を通して，話し手は｢どんなふ

うに話せば相手に伝わるのか考えて話すこと｣を学び，聞き手は｢目的をもって話を聞き取

ること｣を学び思考を深めることができる。

スピーチは｢自分を知ってもらう｣という内容で，年度当初に計画されることが多いが，

身近な人や出来事を紹介するという捉え方で考えると，来るべき機会に備えると言う意味

が含まれ，いつでも指導することが必要である。そして，何より大切なことは，教師がよ

い話し手・よい聞き手となって見本を示すことである。

合かくシールを集めよう(裏)

話 す こ と 聞 く こ と合 か く

相 手 を 見 る 相 手 を 見 る
中心に気を付ける声の大きさ速さ

間 の 取 り 方 質 問 を す る
理由をあげる 要点をメモする

組 み 立 て る 感想をのべる

話 す 聞 く 名 人 カ ー ド(表)
３年 組

顔 名前

あなたに，３年生の話す力聞く力がついたこ

とを認定します。 担任 印

資料１ 教材の工夫例 ｢話す聞く名人カード｣



(2) 言語活動におけるスピーチの位置づけ

国語科の目標を達成するために，様々な形態の言語活動が展開され，取り上げる活動に

よって各教材のねらいも効果が高まる。｢話すこと・聞くこと｣の指導事項で話題設定を基

に系統性を見た場合，全学年が自分に関する内容で系統化されている。自分自身に関する

話題から関心のある話題・伝えたい話題へと広がり，その内容に適した言語活動としてス

ピーチによる指導を取り上げたい。

さらに，意図的・計画的な場の設定で児童は話す材料を集め，繰り返し練習し，お互い

に認め合える言語活動が展開され，話すこと・聞くことを楽しく学べる。

(3) スピーチを基礎とした言語活動の展開

児童にとって，心の中にある言葉(内言)を

声に出して話すことが言語活動の第一段階で

ある。話す聞くの基礎となるスピーチは身近

な事柄を話題として設定するため，低学年の

児童でも理解しすい内容である。そのため，

話す・聞くの言語活動は発達段階に応じてス

ピーチから始まることで，思考の流れがスム思考の流れ

ーズになると考える。スピーチの学習活動を

通して考えや思いを伝える方法を身に付け，

図５ ｢話すこと・聞くこと｣の言語活動の展開「分かりやすく相手に伝える力｣や｢要点をお

(図５)。さえながら聞く力｣を身に付け，論理的思考が形成される

そこで，授業のみならず日常を通して指導が可能なスピーチを系統立てて指導していく

ことは他の学習でも役立ち，言語活動の展開では大きな意義があると考えられる。

(4) スピーチの系統的指導プラン

学校教育におけるスピーチでは，話し手だけではなく聞き手とともに活動するスピーチ

学習を行いたい。話し手がスピーチの内容や構成をまとめて話し，聞き手がそれを受けて

質問や感想をすることで両者が関わり合い，スピーチの内容が豊かなものになる。そのた

め，各学年の指導事項をしっかりとおさえ次の学年へたすきを引き継いでいけるよう系統各学年の

に沿った指導プランの作成が重要となってくる スピーチの指導を通して｢順序｣｢話の中指導事項 。

心｣などをはじめ，｢理由｣｢具体例｣などの学習事項も関連させて指導を行うことも大切と

なる。さらに，｢話すこと・聞くこと｣の

単元計画では，導入時にモデルを見せる

ことで児童は学習の目標を意識し，それ

に向かって学習する意欲も変わってくる

また，国語科の単元学習だけにとどま

らず学校生活のあらゆる活動で意図的に

取り入れていくことが，身に付けた能力

力の定着を可能にすると言える。指導事

項の明確にしたスピーチの内容・計画的

な授業実践・教材の工夫・意図的な場の

設定を中心にしたスピーチの系統的指導

図６｢話す能力・聞く能力｣を育てる指導実践の構想図プランを作成し実践する 。(図６)

スピーチ

説明・
報告

対話・
話し合い

○低学年・・・身近なことや体験したことなどについて， を考えながら話す。順序

○中学年・・・関心のあることなどについて， を立てて話す。筋道

○高学年・・・考えたことや伝えたいことなどについて， に話す。的確



スピーチの系統的指導プランは，学習指導要領で学年ごとに明記されている指導目標・

指導内容等を中心の柱として位置づけ，指導事項をおさえて作成する 。低・中・高(図７)

の各段階に応じて活用し，系統的に指導できるよう構成する。

〈スピーチの系統的指導プラン〉

①言 語 技 能 話 題 設 定 内 容 構 成 ス ピ ー チ の 例

スピーチの系統的指導プラン【低学年】図７

本研究の授業実践では，中学年のスピーチの系統的指導プランを通して検証を行う。３

年生の｢話すこと・聞くこと｣の目標である｢筋道を立てて話す能力｣および｢話の中心に気

①身に付けたい言語技能をつけて聞く能力｣の育成を目指して指導を展開したい。まず，

を土台にして から話題を設定し， を通し②関心のある身近な題材 ③取材方法はメモを活用

て に内容を構成する。教師と児童が意識して学習を進めるために，教材④身近な人を相手

の工夫や場の設定等も重要になると考えられる。

◎ 相 手 に 応 じ て 順 序 よ く 話 す

主語，述語＋基本話型(いつ，どこで，何をした)で，話し方の土台を作る

説明】【事物の

◎学校や学級での経験

◎家庭や地域での経験

・感じたこと，知らせ

たいこと

・身のまわりの事

柄や物

【対話・話合い】

◎内容を確認する

◎分からないことを

質問する

◎質問に答える

】【１分間スピーチ

☆主語，述語＋基本話形

(いつ，どこで，何をした)

じいちゃんとぼくは，昨日

[主語] [いつ]

お祭りお祭りに行きました。

[述語]

， 。は やっていました公民館で

[どこで]

子どもずもうをやりぼくは，

[何をした]

ました。

はじめはこわかったけど，

[順序]

だんだん力が入ってきました

最後は負けたけど，楽しかっ

たです。

②【題材】

◎身近なこと

◎経験したこと

○学校生活

○家庭での日

常生活

○観察など

相手】④【

◎身近な人

○教師

○隣に座って

いる友達

○同じグループ

の友達

○幼稚園児や

保育園児

【 】③ 取材方法

◎事柄を思い出す

○ノートやカード

に書き出す

○必要な事柄

を集める

取材は，準備

の段階で十分

行う

【あいさつ】

◎身振りや表情も交

え，場面に合わせ

たあいさつ

【連絡】

◎持ち物，日時や場
所，持ち物等を落

とさない

【事柄を順序立てる】

◎内容を思い出す

(行動や経験・物作り

や作業など)

◎時間の経過に基づく

◎具体物の提示など

の工夫

話すこと】【

事柄の順序を考える◎

必要な事柄が何か◎

を考える

相手を見る◎

語尾まではっきり◎

言う

言葉・音声】【

丁寧な言葉と普通◎

の言葉との違いに

気を付ける

姿勢や口形に注意◎

する

声の大きさ・速さに◎

注意する

はっきりした発音◎

聞くこと】【

話に興味を持つ◎

集中する◎

口をはさまず◎

最後まで

話し手を見る◎

大事なことを落と◎

さない

相手に反応を示す○

質問をする○

低
学
年

順

序



〈スピーチの系統的指導プラン〉

①言 語 技 能 話 題 設 定 内 容 構 成 ス ピ ー チ の 例

スピーチの系統的指導プラン【中学年】図７

◎ 相 手 や 目 的 に 応 じ 筋 道 を 立 て て 話 す

基本話型＋説明(だれが，なぜ，どのように)で，話し方の柱を築く

説明】【

◎学校や地域での催し

◎季節にちなんだ行事

・歴史や意義

・運営の様子

・人々の参加の様子

【報告】

◎関心のあること

◎各教科の観察や

実験･調査

】【１分間スピーチ

☆基本話形＋説明

(だれが，なぜ，どのように)

じいちゃんとぼくは，昨日，

[主語] [いつ]

お祭りを 行きました。見に

[何を] [述語]

お祭りは やっていまし公民館で

[どこで]

た。広場で，子どもずもうをや

じいちゃんに おっていました。 「

前もやってみないか｡｣と言われ

[なぜ]

て 上着をやりました。ぼくは，

ぬいで力一杯やりました。

[どのように]

最後は，足が線から出て負け

たけど，いい思い出になりまし

た。

②【題材】

◎関心のあること

○学校

○家庭

○地域

一つに絞る

相手】④【

◎身近な人

◎異学年の児童

○地域の人々

【 】③ 取材方法

◎要点をメモする

○本や文章を読む

○人に聞く

○図表や絵

○写真を見る

必要に応じて

選択する

【 】相手に応じて話す

◎催しなどの内容について

・知っている人に話す

・知らない人に話す

→児童自身が参加した

→本や文章で調べた

【筋道を立てる】

◎明確な調査の

目的や方法

◎目的に合わせた

調査方法

◎結果や成果に

記録を生かす

◎分かったこと

考えたこと

話すこと】【

丁寧な言葉◎

筋道を立てる◎

相手を見る◎

図表や絵，写真の活用◎

理由や事例を挙げる◎

語尾まではっきり◎

言葉・音声】【

相手や目的に応じ◎

た丁寧な言葉

言葉の抑揚や強◎

弱，間の取り方

聞くこと】【

集中する◎

口をはさまず最後まで◎

質問をする◎

話の中心に◎

気を付ける

要点をメモする◎

順序・組み立てを意識◎

感想や意見を◎

述べる

○自分の経験や考え考

えと照らし合わせる

○相手に反応を示す

中
学
年

筋

道



〈スピーチの系統的指導プラン〉

①言 語 技 能 話 題 設 定 内 容 構 成 ス ピ ー チ の 例

スピーチの系統的指導プラン【高学年】図７

◎ 目 的 や 意 図 に 応 じ 的 確 に 話 す

５Ｗ１Ｈ＋目的・意図(起承転結)で，話の構成をする

説明・報告】【

◎相手の理解を深め
る資料

◎適切な資料の選択
と作成

◎資料を活用した話し方
・本や文章，実物や映像
・リーフレット パン,

フレット
・適切な図表など
【推薦】

◎事物や人物の特徴

を伝える

◎相手のよさを印象付

ける

】【１分間スピーチ

☆５Ｗ１Ｈ＋目的・意図

(起・承・転・結)

ぼくは，日曜日 お祭りにの

[主語] [いつ]

を 祭参加したこと 話します。

[何を] [述語]

。りは 行きました祖父と一緒に

[だれと]
では子どもずも公民館の広場

[どこで]

祖父にうをやっていました。

すすめられ 挑戦しま，ぼくも

[なぜ] [何をした]

50した。子どもずもうは，

。年ぐらい前からあるそうです

[知識と関連付ける]

古くから伝わる伝統的な行事

なん

だと知り これからも守って，

②【題材】

◎考えたこと

◎伝えたいこと

○学校

○家庭

○地域

○日常生活

相手】④【

◎同学年や異

学年

◎全校児童

○学校外の人々

など，多様

な場や相手

【 】③ 取材方法

◎知識や情報

の活用

◎メモやノート

の内容を生かす

・比較する

・対照する

・関連をまとめる

・分類する

取材を通して話

題を練り直 す

【話し方】

◎内容と資料の整合，提示

◎原稿や資料への目
配り方

◎相手の反応に注意
する

【話の構成】

◎自分の立場を明確
に説明

◎事実，感想，意見を

区別する
◎概説，結論を明確

にする

・必要な文言や数値
の引用

・図解
・重要語句の定義付け

話すこと】【

話の構成を工夫する◎

知識や情報を関連◎
付ける

図表や絵，写真の◎
活用
資料を提示して説◎
明する

理由や事例を挙げる◎

語尾まではっきり◎

言葉・音声】【

場に応じた適切な◎

言葉遣い

方言を共通語を区別◎

必要に応じ共通語◎

で話す

聞くこと】【

話題をとらえる◎

相手の意図を考える◎

話の中心に気を付◎
ける

話の構成や工夫に気◎

を付ける

自分の考えと比較◎

し共通点や相違点

を見つける

要点をメモする◎

順序・組み立てを◎

意識

感想や意見を述べる◎

高
学
年

的

確



Ⅳ 授業の実践

１ 検証授業の実際

検証項目 国語科の｢話すこと・聞くこと｣における学習においてスピーチの系統的指導プ◎

ランを作成し実践することから

①学年ごとの指導事項を明確にしてスピーチの系統的指導プランを作成し指導

を工夫することで確実に学年に応じた話す能力・聞く能力を身に付けること

ができる。

◎習得した力を確かなものにするために，他教科において活用することから。

②スピーチの系統的指導プランを もとに身に付けた力を他教科等において活

用することで日常的に活用する力を育む。

◎①と②から，確実に学年に応じた話す能力・聞く能力が身に付き，日常的に活

用させることができたか。

２ 検証授業本時の指導

(1) 単元名 どちらがすき

(2) 単元について

①児童観 (省略) ②教材観 (省略) ③指導観 (省略)

(3) 単元目標

① 単元の目標

だいじなことが正しく伝わるように，話し方や聞き方を工夫する。

② 観点別目標

【 】○ 話題設定・取材 ア関心のあることから話題を決め 要点をメモしながら聞き取る， 。

○ 【話すこと イ】相手や目的に応じて，理由を挙げながら丁寧な言葉で話す。

○ 【聞くこと エ】話の中心に気をつけて聞く。

回 月 日 校時 検 証 項 目 検証の方法

６月 日(木) ３校時 ○レディネステスト25

・ワークシート※学習の見通しを持ち，学習計画を立てる。

ねらい：大事なことが正しく伝わる話し方聞き方を学ぶ１ ７月 １日(水) ２校時

・ワークシート※取材の方法を学ぶ 話を組み立てる (話し手・聞き手)， 。

ねらい：理由を挙げた話し方・聞き取り方の工夫を学ぶ２ ７月 ２日(木) ３校時

・ワークシート※聞き取りメモの取り方，応答の仕方を練習する。

３ ７月 ６日(月) ４校時 ・観察ねらい：番号を付け理由を整理して話すこと・メモを

取りながら聞くことを練習する

７月 ９日(木) ５校時 ・発表検証①理由を挙げながら，話を組み立てて伝える。

・ワークシート４ 本時・検証(1) ②メモを活用して，話の内容を正確に聞き取る。

５ ７月 日(金) ３校時 ◎単元テスト10

・発表☆理科｢植物を育てよう｣・・・植物のからだのつくり

・ワークシート☆ ７月 日(月) ２校時 理由を挙げて話す能力を活用して，内容を組み13 検証①

・学習ノート本時・検証(2) 立てて分かりやすく説明する。

②要点をメモしながら聞く能力を活用して，話の

内容を正確に聞き取ることができる



(4) 単元の指導・評価計画(全５時間)

次 時 学 習 活 動 ね ら い Ａ 十分満足できる Ｃ 努力を要する
(評価規準･方法) (手だて)

・事前テスト

◎いくつかの例を見比べて， ○だいじなことが正しく伝わる話 ・身近な題材から，似たもの ・質問の題材にふさわしい

正しく伝わる話し方・要点 し方聞き方を学ぶ計画を立て， どうしを比べる内容の質問 事例をいくつか挙げ，そ一

をおさえた聞き方を知る。 話題を設定することができる。 を決めることができる。 の中から関心のあるも１

※学習の見通しを持つ のを選ばせる。次 (ワークシート)【話題設定】

，◎だいじなことが正しく伝わ ○理由を挙げた話し方・正確な ・話し方や聞き方の工夫に ・前時の事例を参考に

る取材の方法や答え方を理 聞き取り方をするための工夫 ついて関心を持ち，大事 よい話し方・聞き方

解する。 を知り，学習カードを使って なことが正しく伝わる方 の具体的な方法に着二

※学習カードの活用 まとめることができる。 法を考えることができる 目させる。２ 。

【取材ア】次 ・理由を挙げて答える

・要点をメモして聞く (ワークシート･組み立てメモ)

○理由を挙げた話し方・要点を ・要点をおさえて理由を説 ・ワークシートに書き◎メモの取り方や質問の仕方

メモする聞き方を身に付ける 明すること・番号や記号 出しの言葉を加え，三 ３ を練習する。

ことができる 話すイ・聞くエ を使って聞き取ることが 思考を促すきっかけ※学習カードの活用 。【 】

(ワークシート･組み立てメモ) できる。 を与える。・グループ学習

◎二グループ一組になって｢ど ○だいじなことが正しく伝わる (話)要点が分かるように番 (話)理由を減らし，短４

。次 ・ ちらが好きか｣を聞き合う。 ように話し方・聞き方を工夫 号を使って理由を答える い内容で話をさせる

・互いに聞き合い，分かった することができる。 (聞)番号や記号を使って要 (聞)メモのポイントを検

ことを報告し合う。 点をメモする。 意識させる。証 【話すイ・聞くエ】(ワークシート・発表)

・事後テスト５

・まとまりごとに話し (話)メモを持たせ話活 本 ◎植物のからだのつくり ○調べて分かったことを要

たり正確に聞き取る す内容を確認させ用 時 で調べたことをまとめ 点をおさえて話す。，

ためにメモを活用し る。・ ・ 発表する。 ○番号や記号を使って要点

て聞くことができる (聞)メモのポイント理 検 ・グループごとに説明し をメモする。 。

を意識させる。科 証 質問を受け付ける。 (ワークシート・発表)

３ 研究仮説(1)における検証授業

(1) 検証の目的

スピーチの系統的指導プランを通した話す・聞くの学習で，学年に応じた能力を身に付

けることができたかを確認する。

理由を挙げながら，内容を組み立てて話す。①

メモを活用して，話の内容を正確に聞き取る。②

(2) 授業仮説

スピーチの系統的指導プランを通して指導事項を明確におさえた指導を行うことで，児

童は，話す能力・聞く能力を身に付け，だいじなことが正しく伝わるように話し方・聞き

方を工夫することができるであろう。

(3) 本時のねらい

だいじなことが正しく伝わるように話し方・聞き方を工夫することができる。

ワークシート(組み立てメモ・聞き取り)，国語ファイル(児童用)(4) 準備



(5) 本時の展開(５／５)

指 導 の 留 意 点 ★仮説の検証( )1

過 学 習 活 動 ・学習形態 ○個への手だて

程 ・活用する教材，掲示物 ◎評価事項，方法

理由を挙げた話し方・要点をメ これまでの学習を想起させ学１ ①

モする聞き方を確認する。 習の目標を意識させる。つ

学習計画をもとに，本時の学習 本時の流れを理解させる。か ２ ②

を知る。 ・学習計画表の掲示む

上手に聞こう，話そうめあて

★理由を挙げながら話したり，要点３ ③二グループ一組になって，｢どち 前時までに，各グループの質

をメモしながら聞くことができたらが好きか｣を聞き合う。 問事項を決めておく。

か。Ａグループ(質問) ・グループによる学習形態

例 体育と図工と，どちら ・組み立てメモの活用 組み立てメモを使って，順序よく○

が好きですか。 ・ワークシートに要点をメモ 話をさせる。展

Ｂグループ(答え) ・聞き取りの手順やポイントを

・メンバーがそれぞれ理由 掲示 部分的な文章や番号の書かれたワ○

を挙げて答える。 ークシートを用意する。

Ａグループ(メモする)

※終わったら立場を交代する開

◎事柄ごとにまとめて話したり，メ４ 聞き合ったことをまとめて，

モを工夫しながら聞いたりするこグループごとに発表し合う。

とができたか。

(ワークシート，観察，発言)④各グループの聞き取りメモを

まとめ，よかったところなど

を発表させる。

ま ⑤国語で学習したことが他教５ 正しく伝えるための話し方・

と 科等でも活かせることに気聞き方を確認し，学習内容が使

め づかせ，活用の場を意識さえる場面を考える。

せる。

４ 授業仮説の検証

授業仮説について，学級全体の評価をもとに考察する。 は，ワークシートによる組み表１

立てカードと聞き取りメモよりまとめたものである。

表１ 学級全体の学年に応じた話す能力・聞く能力の評価(組み立てカード・聞き取りメモより)

判 定 規 準

検証の観点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 検証の方法検証の場面
十分満足できる 満足できる やや努力を要する 努力を要する

・話の内容を 好きな理由が正 好きな理由が伝わ 理由を挙げて質問 結論を答えるこ

話 ・発言組み立てて， しく伝わるように るように話すことが に答えることができ とができるが，理

組み立てす ・理由を挙げな 話すことができる できる。 る。 由を挙げるのに時。

カード能 がら話すこと 間がかかる。

力 ％( 人) ％ ( 人) ４％ (１人)ができたか。 48 11 48 11

・要点をメモ 理由を正しく聞 好きな理由の要点 メモを取ることは メモをとりなが聞
く ・観察しながら聞く き取り要点をメモ をメモすることがで できるが要点をまと ら聞くことができ

聞き取りメモ能 ・ことができた することができる きる。 めることはできない ない。。 。

力 ％ ( 人) ％ (６人) ４％ (１人)か。 70 16 26

スピーチの系統的指導プランをもとにした学習で能力の定着は図れたか。○

※研究仮説の｢話す能力・聞く能力｣の結果より検証する。



(1) 話の内容を組み立てて，理由を挙げながら話すことができたか。

より話す活動において，｢話の内容を組み表１

立てて，理由を挙げながら話すことができたか｣

については，｢十分満足できた｣または｢満足でき

た｣児童は ％( 人)であることが分かった。96 22

スピーチの系統的指導プランにそって学習を進

めることは，担任が児童にどんな力をつけさせ

るかを明確に意識しながら指導を進めることで

あり，話すための準備と練習が計画的に展開さ

。れ話す能力の獲得に効果があることが分かった

話を組み立てる活動 では，スピーチ(資料２)

資料２ 内容を組み立てるワークシートの系統的指導プランにおける中学年の指導事項に

応じて，基本話型に説明(理由)を付け加えて話す能力を目標とし，ほとんどの児童が理由

を挙げた話し方を理解することができた。しかし，好きな理由として挙げられたものの中

には，簡潔になりすぎたため内容の浅さも感じられた。好きな気持ちを相手に分かりやす

く伝える理由の挙げ方や話す順序の工夫を，今後も継続して指導していく必要がある。

(2) 要点をメモしながら聞くことができたか。

より聞く(取材)活動において｢要点をメモ表１

しながら聞くことができたか｣について見てみる

と，｢十分満足できた｣または｢満足できた｣児童

は ％( 人)になった。要点をおさえてメモを96 22

取る活動 では，学習の導入時にモデル(資料３)

を見せ，さらに学級全体で真似をすることで児

童は要点をおさえるという意味を理解し，正し

く聞き取るための能力を身に付けることができ

たと言える。このことは，話し手の立場におけ

る意識の持ち方にも関わりがあったと言える。

資料３ メモを取る活動のワークシートしかし，中には，メモを取ることに夢中になり

相手意識の弱くなる児童も見られた。これからの指導では，相手の話を聞くことに重点を

おき必要なときに軽くメモを取るという方法を身に付けさせていくことが必要である。

５ 研究仮説(2)における検証授業

(1) 検証の目的

国語科で習得した話す能力・聞く能力を，他教科で活用することで日常的な力を育むこ

とがきるかを確認する。

調べたことの内容を組み立てて説明し，相手に分かりやすく伝える。①

説明を正確に聞き取るために，メモを活用することができる。②

(2) 授業仮説

学年に応じた話す能力・聞く能力を確実に身に付ければ，他教科等の｢話す・聞く｣活動

において活用することができるであろう。

(3) 本時のねらい

｢植物のからだのつくり調べ｣を通して，分かったことをまとめ説明することができる。

学習ノート，説明用掲示物等，ワークシート(4) 準備



(5) 本時の展開(４／４)

指 導 の 留 意 点 ★仮説の検証( )2

過 学 習 活 動 ・学習形態 ○個への手だて

程 ・活用する教材，掲示物 ◎評価事項，方法

拡大図をもとに植物のから これまでの学習を確認する。１ ①

だのつくりを確認する。 植物の葉・茎・根に視点をおつ ②

本時の学習を知る。 かせる。２

めあてか

いろいろな植物のからだのつくりについて考えよう

む

★調べて分かったことの要点を３ ③｢植物のからだ｣について説 前時までに，各グループの調

おさえながら話したり，番号明し合う。 べた事柄をまとめておく。

Ａグループ(説明) や記号を使ってメモしながら・グループごとの説明

聞くことができたか。例 エノコログサのつくり ・聞き取りワークシートの活用

・調べて分かったこと等 ・聞き取りの手順やポイントを メモを使って，順序よく話を展 ○

掲示 させる。他のグループ(メモ)

・国語科で学んだメモの 部分的な文章や番号の書かれ○

工夫を活かす たワークシートを用意する。

，開 ◎事柄ごとにまとめて話したり※終わったら質問をする

メモを工夫しながら聞いたり

することができたか。

(ワークシート，観察，発言)

⑤学習で学んだことを振り返り４ 植物のからだは，どれも葉

ま 植物のからだはどれも葉・茎・茎・根からできていること

と ・根のつくりになっているこを確認する。

め とを理解させる。

学習したことをもとに例題 学習内容をもとに根･茎･葉の グループごとに考えを相談し５ ④ ○

の植物について考えをまとめ 分類をさせ，考えを出し合い 合い，意見をまとめさせる。

る。 関心を広げさせる。

６ 授業仮説の検証

授業仮説について，学級全体の評価をもとに考察する。 は，話すことは授業参観者に表２

よる観察で評価し，聞くことはワークシートによる聞き取りメモより評価したものである。

表２ 学級全体の習得した能力を活用することの評価(観察・聞き取りメモより)

判 定 規 準
検証の観点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 検証の方法検証の

十分満足できる 満足できる やや努力を要する 努力を要する場面

まとまりごと まとまりごと カードに頼っ 前に立って他 話
教 す ・発言に話し，質問に に話している。 て話している ， 話すことがで。
科 こ ・観察対し分かりやす きない。

く答えている。等 と

で ％ (３人) ％ ( 人) ％ (４人)13 70 16 17

・ワークシートの 聞 正確に聞き取る 大体のメモをと 部分的にメモを メモをとりな
ためにメモの工 りながら聞くこ とりながら聞く がら聞くこと活 く
夫ができる。 とができる。 ことができる。 ができない。用 こ

(理科) と ％ ( 人) ％ (７人) ８％ (２人)61 14 31

○国語科で習得した話す能力・聞く能力を，他教科で活用させることは可能か。

※研究仮説の結果より検証する

国
語
科
で
習
得
し
た
力
を
活
用
し
て

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
か



○ 国語科で習得した力を他教科で活用することで日常的な力を育むことができたか

話すこと・聞くことの双方から見てみると，つぎのような検証結果が得られた。

(1) 話すこと

より話す活動において，｢調べたことの内容を組み立てて説明し，相手に分かり表２

やすく伝えることができたか｣については，｢十分満足できた｣または，｢満足できた｣児

童は ％( 人)で有効であることが分かった。理科を取り上げて検証した結果，日常83 19

的な活用力を築くことになることが分かった。担任の計画的・意図的な仕組みによって

様々な形で場を設定することができ，各教科及び諸活動における活用を積み重ねていく

ことが大切である。さらに，どんな力を活かして学習するのかを児童にも意識させるこ

とが日常的な活用につながると言える。

(2) 聞くこと

より聞く活動において，｢正確に聞き取るためにメモを工夫することができたか｣表２

については，｢十分満足できた｣または，｢満足できた｣児童は ％( 人)で有効である92 21

。 ， ，ことが分かった 要点をメモしながらを話を聞く能力は 日常的な力として重要であり

国語科で身に付けるとともに他教科や他の活動において活用していくことで確かな力と

なって定着していく。国語科の学習で学んだことを活かし，メモ用紙を上手に区切った

り記号や括弧などを使ったりしながら他教科でも工夫したメモの取り方 をする(資料４)

ことができ意欲的に活動する姿が見られた。

【 国語科の学習におけるワークシート 】 【 理科の学習におけるワークシート】

資料４ メモの取りながら聞き取る活動の変化

国語科で学習した際のメモの取り方と今回の理科におけるメモの取り方を比較してみ

ても，児童は確実に学んだ事を自分の力として活かしていることが分かる。

しかし，児童にとって話を聞きながらメモをとるという活動ことは容易ではなく，メ

モを取ることに集中しすぎて話の中心を適切に聞くということが弱くなってしまう児童

も見られた。話すこと・聞くことにおける能力の活用は見られるが，内容的な質の向上

と活動的な技能の向上は継続して実践を繰り返していくことで児童が身に付けていくと

期待できる。

以上のことから，スピーチの系統的指導プランにそった学習で身に付けた能力を，他

教科で活用することは，日常的な力を目指すために有効であると考えられる。

このことから，日々の教育活動において，国語科で身に付けた能力を活かすように，

意図的・計画的に実践していかなければならないと分かった。

能
力
の
活
用



Ⅴ 研究の結果と考察
研究の考察は，各検証授業に関する事前・事後テストの結果(話す・聞く)のよる評価，児童の事前ア

ンケート(４月)・事後アンケート(７月)の比較，さらに他学年の協力により行った検証授業における事

前・事後テストの結果(話す・聞く)による評価を基に行った。

１ スピーチの系統的指導プランの作成および授業実践で，学年ごとの指導事項を明確にして学年に応

じた話す能力・聞く能力を確実に身に付けることができたか。

は，スピーチの系統的指導プラ図８

ンによって単元を進めた学級で，事前

・事後テストを実施しその結果を比較

したものである。

中学年の指導事項である｢理由を挙げ

て話す能力｣と｢中心に気をつけメモし

ながら聞く能力｣それぞれについて，事

前テスト事後テストともに同じ内容で

検証してみた。

その結果，理由を挙げて話す能力にテスト結果

図８ 学年に応じた話す能力・聞く能力の比較(23人)おいては努力を要すると評価された児

童は０％になり，どの児童も学年に応じた話す能力が身についたといえる。

95また メモを取りながら聞く能力においては 十分満足または満足と評価された児童が， ，

％となり，スピーチの系統的指導プランに沿って単元を進めることは，聞く能力を身に付け

るのに有効であることが分かった。

は，スピーチの系統的指導プラ図９

ンによって単元を進めた学級で，話す

こと・聞くことの実態アンケートを実アンケート

施し，比較したものである。４月には結果

話すことが好きな児童は ％だった61

が，単元学習後の７月に行ったものを

見ると ％の児童が好きと答えている91

ことが分かった。その理由として，｢話

すことが，楽しくなった。｣や｢理由を

図９ 話すことや聞くことのアンケート(23人)考えるのが楽しいから｡｣，｢友達がちゃ

んと聞いてくれるから。｣等が挙げられ，話すことに対する態度の変容もうかがえる。

このことは，スピーチの系統的指導プランを実施したことにより学年に応じた指導事項が

身につき，｢話す・聞く｣の活動に自信が持てるようになった児童が増えたととらえることが

できる。

さらに は，スピーチの系統的指他学年での 図10

導プランを他の学年に協力してもらい結果

実践してみた結果である。話すことの

能力で｢十分満足｣または｢満足｣と評価

される児童が全体の ％から ％に41 83

増え，他の学年においても成果が見ら

れた。

これらの結果から，スピーチの系統

図10 他の学年で実施した結果(49人)的指導プランをもとにした授業実践は

学年に応じた話す能力・聞く能力が身に付くことに有効であると考えられる。



２ スピーチの系統的指導プランをもとに身に付けた力を他教科等において活用することで，日常的な

力を育むことができたか。

本研究の仮設( )にあたる検証では，｢国語の学習で身に付けたどんな能力を活かすかを，2

教師・児童の両者が意識して他教科で活用する｣ことによって，学ぶ力を高め日常的な力に

つながることが分かった。

今回は，理科の授業における活用という場面を設定し検証を試みた。単元計画は通常の場

合と同じ内容で進み，児童はグループ単位で図書館の図鑑等を使って調べ，まとめる学習を

行った。そして，ここで重要となるのが，国語で身に付けた力を確認したうえで単元計画の

最後の発表会に臨んだという部分である。｢理由を挙げて話す能力｣と｢メモを取りながら聞

く能力｣の活用を教師・児童が共に意識して発表会を進めた。理科という教科の学習であっ

ても，｢話す・聞く｣は国語科の学習と関連していることを確認することで，発表時の心構え教師・児童

やメモをとる活動に変化が見られた。の意識

例えば，植物のからだのつくりについて具体的に部分を示しながら話すことや，発表内容

の要点をまとめながらメモするということができるようになっていたのである。また，理科

の学習における児童の感想の中には ｢○グループの発表は とても分かりやすかった ｣｢△， ， 。

のからだの中も調べて，もっと発見したくなった。｣や｢分かりやすく話せて楽しかった。｣

というように，身に付けた力を活用することで理解を深めたり自信につながったりすること

も見られた。

スピーチの系統的指導プランをもとに国語科で身に付けた力を他教科で活用することは，

日常的な力を図るうえで有効であるといえる。

このような研究の結果から，｢話す能力・聞く能力｣を育てるために，国語科の学習において指導事項

を明確におさえていくことは重要であり，能力の日常化をめざすために他教科等においても活用の場を

設定することが必要だと言える。

Ⅵ 研究の成果と課題
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１ 研究の成果

( ) スピーチの系統的指導プランを作成し実践することは，児童の話す能力・聞く能力を育てる1

(Ⅴー１)。のに有効であった

( ) 習得した力を他教科等において意図的・計画的に活用することで，能力の活用が繰り返し行2

われ日常的な力として定着を図るのに効果が見られた 。(Ⅳー６)

２ 研究の課題

( ) 話す能力・聞く能力を活用し，豊かに話したり聞いたりできる児童の育成をめざした実践。1

( ) 各学年における｢スピーチの系統的指導プラン｣の共通実践と，各教科における言語活動の場2

の設定と充実。


